
 

 

 

 

 

                      

コンポストＮＥＷＳ 

＊トートバッグ型コンポストを採用しました 

 いままでは、生ごみをたい肥にする「段ボールコンポスト」と、落ち葉などをたい肥 

 にする「小型木枠コンポスト」の２種類のコンポストを採用していましたが、新たに 

生ごみをたい肥にする「トートバッグ型コンポスト」を追加採用しました。 

     

 

 段ボールコンポストの、ちょっと不便な点が解消されました！ 

 

 ★段ボールコンポスト 

  ・おもに屋外に設置して使用する（持ち運びは困難） 

  ・生ごみを外まで運んで投入する必要がある 

  ・段ボールは水に弱いため雨に濡れないようにする必要がある 

  ・２～３回（半年から１年）使用すると段ボールが痛んでしまう 

  ・虫よけキャップをしていても虫が発生しやすい 

 

 ☆トートバッグ型コンポスト 

・持ち手がついていて持ち運びが容易 

  ・トートバッグをキッチンに持ってきて生ごみを投入できる 

  ・雨に多少濡れても大丈夫（丈夫な不織布） 

  ・丈夫にできているため長期間使用できる（数年使用可能） 

  ・ジッパー付きなので虫が発生しにくい 
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 2025 年 3月に、玖波地区（コミュニティサロン玖波）で「トートバッグ型コンポスト 

の利用の仕方講座」を開催しました。 

 4 名の方が参加され、2 名の方がトートバッグ型コンポストの実践を始められました。 

 

 大竹市内の他の地区についても、同様の講座を実施する予定をしています。 

実施スケジュールが決まり次第お知らせしますので、興味のある方、講座に参加して 

みようと思われている方の参加をお待ちしています。 

 

＊コンポスト利用者の感想 

 ・「もやすごみ」袋の重さが格段に軽くなり、ごみ出しの回数も減った！ 

 ・できた「たい肥」を、プランター栽培に使用することができた！ 

 

 

小学校の環境総合学習 

＊玖波小学校（４年生）で環境総合学習を実施しました 

 ・大竹市のごみの現状、ごみ減量の目的などの説明を実施（教室で座学） 

・段ボールコンポストを使用した、「たい肥」作りの実践 

  （６月中旬から夏休み前まで、家庭から持参した生ごみを投入） 

 ・できた「たい肥」を使用して、ダイコンの種まき・育成・収穫の実施 

  （たい肥の熟成期間を経て、畑の土づくりを実施） 

 ・天候不順のため、発芽・生育が遅れたが、1 月下旬に収穫することができた 

 

 

コイこいフェスティバル出展 

＊コイこいフェスティバルに出展しました 

 ・コンポストについてパネルでの展示 

・大竹市のごみの現状や、コンポストのやり方のスライドを TVモニタにて展示 

 ・「たい肥」を使用した畑で栽培した野菜（ダイコン、サツマイモ、小松菜など） 

の販売 

 

 

会員募集中 

 お問い合わせは 090-8998-3887 隅野
す み の

 または 090-1016-1254 黒田
く ろ だ

 まで 

 


